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２００８年浦内川流域マングローブ林の隆替状況

２ ０ ０ ９ 年 ３ 月 ２ ７ 日

西表森林環境保全ふれあいセンター

はじめに

九州から南方約１,０００㎞（図－１）の洋上

に位置する西表島は、約９０％が国有林で、希少

野生動植物の宝庫となっている。

この西表島西北部の浦内川下流域に発達するマ

ングローブ林は、流域全体をみると健全な状態に

あるが、近年、局所的に河岸浸食によるオヒルギ

等のマングローブの倒伏が発生している。

このような現状を踏まえ、浦内川流域のマング

ローブ林がどのような状況にあるかを知るととも

に、これからの隆替を知る手がかりとしてのデー

タを確保し、倒伏の実態とその原因を解明するこ

とにより、保全・保護活動に資することを目的と

して当センターがモニタリングを行うこととなっ

た。今回、２００８年の調査結果を取りまとめた

ので報告する。

１ 浦内川の浦内橋上流マングローブ林

浦内川は、西表島中央部を北西に流れる沖縄

県最長の川で、長さ約１８㎞、流域面積５４．

２㎢である。浦内川の河口域は、豊富な水量により上流から運ばれた土砂の堆積域となり、

大きな干潟を作っている。

この干潟が広がる中でも潮間帯上半部の限られ

た立地にマングローブ林が発達している。浦内川

のマングローブ林は、同じ西表島の東部を流れる

仲間川の日本最大のマングローブ林に次ぐ面積で

ある。

浦内川のマングローブ林分布（図－２）は、浦

内橋上流では、その大部分は曲流する河川の滑走

斜面やポイントバー（小さな砂州）などにパッチ

状に点在し小規模に発達しているほか、ウタラ川

河口などのように支流が合流し小さなデルタ状の

堆積が見られる立地では、小規模な河口型のマン

グローブ林の発達も見られる。図－２ 浦内川マングローブ林の分布

図－１ 調査位置

写真－１ 浦内川のマングローブ林
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２ モニタリング調査地の概況

調査地は図－３のとおり、「調査区Ⅰ」

が浦内川中流右岸（上原国有林１０３林

班ろ小班）、「調査区Ⅱ」が支流ウタラ川

入口右側（１０２林班い小班）の２箇所

とした。

当該区域は、西表森林生態系保護地域

保全利用地区、西表石垣国立公園第２種

特別地域、保健保安林及び自然休養林に

指定されている。

周辺植生は、マングローブ林でオヒル

ギ及びヤエヤマヒルギを主体とした群落

となっている。

３ 調査方法

２００５年度に浦内川マングローブ林被害防止対策調

査を実施するとともに、調査報告書に基づき、マングロ

ーブ林の一角に、１０ｍ×１０ｍのコドラートを８個（河

川側に２区画増設し１０区画を調査）設置（図－４）し、

２００５年から毎年秋に、コドラート内に生育している

個体の、胸高直径、樹高及び生育位置を、直径巻尺、伸

縮式測竿及びバーテックスなどを使用して測定している。

また、２００８年１０月より、稚樹の発生状況、光環

境及び樹勢の変化を観測するため、各コドラート内の光

環境を魚眼レンズ付きデジタルカメラで撮影し、この全

天写真（画角１８０°）の画像を画像分析用ソフトを使

用し開空度（空が見える比率）を算出することとした。

図－４ コドラート模式図

写真－２ 調査地Ⅰ（赤テープ内） 写真－３ 調査地Ⅱ（赤テープ内）

図－３ 浦内川マングローブ林の調査地
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３ ４箇年におけるモニタリング結果

(1) 調査区Ⅰ（浦内川上流）

オヒルギの平均胸高直

径（以下、「平均径級」

という。）（図－５）は、

２００５年１１．４㎝、

２００６年１１．３㎝、

２００７年１１．８㎝、

２００８年１１．６cmと

低下と上昇（ヤエヤマヒ

ルギは対象本数が２本と少なく実態を反映していな

いので無視する。）を繰り返している。

また、オヒルギの樹高は、２００５年６．８ｍ、

２００６年６．６ｍ、２００７年６．８ｍ、２００

８年６．５ｍと低下して上昇する特異な変化が見ら

れる。

なお、コドラート毎に見た平均樹高及び平均径級

の関係はグラフ－１のとおりである。

生育位置図（図－６）では、２００５年設定時と

比較しオヒルギで５．５％（ヤエヤマヒルギは対象

本数が少なく実態を反映していないので無視する。）

の個体が強風等の被害を受け枯損している。

特に、河岸から内陸０～１０ｍ（コドラート１－

１、１－２）の区画での枯損は、全枯損木の約４５

％を占めている。

次に、２００８年１０月に稚樹の発生本数を調査した結果はグラフ－２とおりである。

コドラート１－２及び２－１が３０本をこえており、その他のコドラートは１０本前後

の発生となっている。また、発生稚樹の平均樹高はグラフ－３のとおり０．２～０．６

ｍであり、平均した樹高の伸びとなっている。

図－６ 生育位置図

図－５ 調査区Ⅰのモニタリング結果

グラフ－１ コドラート毎の

平均樹高と平均径級の相関図



- 4 -

次に、光環境及び樹勢の変化を確認するため、

２００８年１０月に撮影した開空度の結果はグ

ラフ－３のとおりである。

内陸へ向かうに伴い開空度は高い数値となっ

ているが、コドラート４－２では低い数値とな

った。

グラフ－２ 稚樹の発生本数 グラフ－３ 稚樹の平均樹高

グラフ－４ 開空度

写真－４

開空度１－１

写真－５

開空度１－２

写真－６

開空度２－１

写真－７

開空度２－２

写真－８

開空度３－１

写真－９

開空度３－２

写真－１０

開空度４－１

写真－１１

開空度４－２
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(2) 調査区Ⅱ（支流ウタラ川入口）

オヒルギの平均径級（図

－７）は、２００５年から

２００７年までが５．５㎝、

２００８年が５．６cmと変

化はないが、ヤエヤマヒル

ギは、２００５年５.７㎝、

２００６年が５．５㎝、２

００７年が５．３㎝、２００

８年５．５cmと低下して上昇する変化が見られた。

また、平均樹高は、オヒルギで２００５年から２

００８年まで３．７ｍと変化がなく、ヤエヤマヒル

ギは、２００５年３.７ｍ、２００６年３．８ｍ、

２００７年３．８ｍ、２００８年３．９ｍと微増の

変化が見られる。

なお、コドラート毎に見た平均樹高及び平均径級

の関係はグラフ－５のとおりであり、コドラート３

－２の平均樹高及び平均径級が最も低い数値であっ

た。

次に、オヒルギの生育位置では、２００５年設定時と比較し調査本数の１６％の個体

が強風等の被害を受け枯損している。河岸から内陸への枯損割合は、－１０～０ｍ８１

％、０～１０ｍ２３％、１０～２０ｍ１６％、２０～３０ｍ６％、３０～４０ｍ８％と

なっている。特に、河岸から２０ｍまでの枯損は、全枯損木の７５％を占めている。２

０～４０ｍの区画では散見的に見られる程度である。

一方、ヤエヤマヒルギは、調査本数の２３％が枯損する高い値となっており、特に、

－１０～２０ｍの位置で全枯損木の６０％と大きな被害が生じている。

図－８ 生育位置図

グラフ－５ コドラート毎の

平均樹高と平均径級の相関図

図－７ 調査区Ⅱのモニタリング結果
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２００８年１０月に稚樹の発生本数を調査した結果はグラフ－６のとおりである。コ

ドラート３－２及び４－２が高い発生本数となった。また、稚樹の平均樹高はグラフ－

７のとおり０．６～１．３ｍであり、内陸側が高い数値となった。また、コドラート内

に生育するオヒルギ等の平均樹高及び平均径級（グラフ－５）が低い３－２のようなコ

ドラートにおいて稚樹の発生本数が高い数値を示している。

次に、光環境及び樹勢の変化を確認するた

め、２００８年１０月に撮影した開空度の結

果はグラフ－８のとおりである。

コドラート別に見るとコドラート３－２が

最も高い数値となり、コドラート４－２が最

も低い数値となった。このコドラート４－２

については、樹高の低いオヒルギ等の枝葉が

測定地を覆い被さっていたことが原因で低い

数値となった。

グラフ－６ 稚樹の発生本数 グラフ－７ 稚樹の平均樹高

写真－１２

開空度１－１

写真－１３

開空度１－２

写真－１４

開空度２－１

写真－１５

開空度２－２

写真－１６

開空度３－１

写真－１７

開空度３－２

写真－１８

開空度４－１

写真－１９

開空度４－２

グラフ－８ 開空度
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４ ４箇年におけるモニタリングの分析

(1) 調査区Ⅰ（浦内川上流）

調査区Ⅰは、川幅の狭い浦内川中流部にあ

り、２００６年から２００８年に台風の襲来

があったものの倒木、枝折れ及び流芯が直線

のため河岸への影響が少なかったと考えられ

る。また、胸高直径、樹高のいずれにおいて

も大きな変化は見られない。

次に、オヒルギの胸高直径と樹高の相関図

（グラフ－９）を見ると（ヤエヤマヒルギは

対象本数が２本と少なく実態を反映していな

いので無視する。）、全体的に胸高直径が太くなる程に樹高も生長しているが、１０ｍ

を超えるものは見られない。

(2) 調査区Ⅱ（支流ウタラ川入口）

調査区Ⅱは、浦内川下流部で、流路が大きく蛇行（９０度以上）し、かつ、流芯が極

端にマングローブ林に接近する箇所である。

河岸から２０ｍ付近において、２００６年から２００８年に毎年襲来した猛烈に強い

台風の影響により、倒伏等の被害が発生したものと考えられる。

なお、胸高直径、樹高の大きな変化は見ら

れないものの、枯損状況は河岸から２０ｍの

付近まで全枯損木の７０％を超える被害が生

じている。また、内陸にかけても、台風等の

強風による、幹折れ、枝折れ等の被害が見ら

れる。

次に、オヒルギの胸高直径と樹高の相関図

（グラフ－１０）を見ると、胸高直径で１０

ｃｍまで、樹高２～５ｍまでに集中しており、

同時期に発芽し、生育してきたものと考えら

れる。また、ヤエヤマヒルギ（グラフ－１１）

については、生育本数も少なく後継樹である

稚樹の発生も見あたらないことから、今後は

消失することが懸念される。

グラフ－９

オヒルギの胸高直径と樹高の相関図

グラフ－１０

オヒルギの胸高直径と樹高の相関図

グラフ－１１

ヤエヤマヒルギの胸高直径と樹高の相関図
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５ まとめ

４年間におけるマングローブ林の調査結果から見ると、調査区Ⅰは流芯が直線のため台風

の強風などによる影響が少なかったことにより、倒伏及び枯損などの被害が少なかったと考

えられる。調査区Ⅱについては、流芯が調査地の方へ向かって流れていること、また、川幅

があり台風による風の影響を直接受けたことなどから、倒木被害が多く発生したものと考え

られる。

さらに、調査区Ⅱについては、流芯の位置が少しづつ右側（陸側：調査区Ⅱ）に移動して

いるように思われることから、川と面したコドラートにおいては、倒伏及び枯損などの被害

が今後も引き続き発生することが予想される。

このように、浦内川のマングローブ林は、順調に生育している箇所、河岸のマングローブ

林が倒伏や枯損の被害が発生する箇所及びオヒルギとヤエヤマヒルギの混交林がヤエヤマヒ

ルギの衰退によりオヒルギ林へと遷移がすすむ箇所など、今後も引き続きモニタリングを実

施していくことが必要であると考える。

このほか、浦内川の一部では、昨

年の台風通過後に、オヒルギがまと

まって立ち枯れしている状況（写真

－２０）が確認された。

地元の方からは、オヒルギの生育

地に土砂が堆積し、膝根が埋まった

ためではないかとの説明があったが、

今後、他の場所にも同様のことが発

生するのか、また、オヒルギが立ち

枯れした場所で後継樹が発生するの

か経過を見守っていきたい。
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写真－２０ 立ち枯れが確認された箇所


